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余っている食材を使いたい方に提供する
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実施期間：平成29 年11 月 26日（日） ~ 12 月 1日（金）
受付場所： NPO法人鎌倉リサイクル推進会議および

市役所こみ減量対策課
提供人数： 20 名（のべ）
提供品目： 70 種類（特に米、コ ー ヒー類、調味料）
合 計：約 63kg

�
余った食材や寄付された食材で作っ

鳳遥i
たとは思えないレシピの数々！とても
おいしくいただきました。アットホー

ムな雰囲気で、子どもからお年寄りま
で幅広い参加者に驚きました。
(A.Kさん）

竺 こ‘提供いただいた食材は「ふらっとカフェ鎌倉」にて美味しい料理に生まれ変わりました！

E 
燃やすこ‘みに出していた一部のものが、製品プラスチックや布類として出せるようになりました！

■製吊プラスチックの拡大品目の例

一部他素材がついているもの、スポンジ ・ ウレタン製品など

(kg) 製品プラスチック収集量
18,000 

」おかげさまで、平成29年
16,000 10 月の拡大以降、収集量
14,000 ' が増えています！
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資源物の収集量が増えることは燃やすこみ
の削減につながります。今後とも、こみの
排出量削減と分別にこ協力をお願いいたし
ます。

※詳細は「資源物とごみの分け方 ・ 出し方」を参照

お問い合わせ：鎌倉市 こみ減量対策課 〒248-8686 鎌倉市御成町 18 番10 号電話 61-3396( 直通） FAX 23-8700

HP http://www.city.kamakura.kanagawa.jp/ ※この通信が不要になりましたらミックスペーパーにお出しください。 ※再生紙を利用しております。

鎌倉で大規模災害が起きたら…
ごみはどうなるの？どうすればいいの？
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鎌倉市では平成19年に策定した「鎌倉市災害廃棄物等処理計画」を、さまざまな知見を

踏まえて見直し、平成30年3月に改訂しました。

明日にも起きるかもしれない災害に備えて、発災後にできるだけ早く日常生活を取り戻す

ために、災害時のこみについて考えていきましょう。
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